
【日 時】 第1回 令和２年10月29日(木):事業承継⇒終了
第2回 12月16日(水):⾦融機関との付き合い方
第3回 令和3年1月22⽇（⾦）:返済の具体的手法
第4回 2月19⽇（⾦）:収益確保の例⽰

※開催時刻はいずれも18時30分~20時
【会 場】 クリエイション・コア東大阪 北館3階 309号室

(東⼤阪市荒本北1-4-17)
【講 師】 中小企業診断士 特定社会保険労務士 北村 孝嗣氏
【定 員】 15名（先着順。無料。定員オーバーの場合は、1社1名とします）

※通常の定員の半分で開催します。
【対 象】 ものづくり企業経営者等（できればすべて参加できる⾒込みの⽅）
【申 込】 下記ＵＲＬ⼜は裏⾯申込書をＦＡＸしてください
ＵＲＬ︓https://www.shinsei.pref.osaka.lg.jp/ers/input?tetudukiId=2020110093
【主 催】 MOBIO (ものづくりビジネスセンターおおさか)
【協 ⼒】 中小企業人づくり研究会
※交流会はありません（終了後名刺交換を予定）。
※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、中止、延期又はWEB配信に
変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

申込み書は裏⾯をご確認ください

＜こんな企業様におススメ＞
☑ 借⼊⾦について誰かに相談したい
☑ ⾦融機関の担当とうまく関係性を築けていないように感じる
☑ ⾦融機関に提出している決算書がどう使われているか気になる

“銀⾏員”が伝える
「コロナ禍における借⼊⾦との付き合い⽅」（4回シリーズ）

〜第２回︓⾦融機関との付き合い方〜
新型コロナウイルス感染症の影響により、借⼊⾦が増加した企業もあると思います。
事業を継続していく上では、借⼊⾦は決して悪いものではなく、新規事業を始める

時、新たに設備投資する時などには、必要なものであり、要はうまく付き合っていくこと
が重要です。
多くの企業では、⾦融機関から借入れをしているものと思います。「銀⾏は天気の
良い⽇には傘をさし、⾬の⽇には取り上げる」という⾔葉がありますが、どうしてそんな
⾔葉が⽣まれたのか。講師が⾦融機関のおかれている現状と自身の経験を踏まえ、
その考え⽅、⾏動原理を解説をいたします。
末永く、⾦融機関と付き合っていくために、興味のある皆様、ぜひご参加ください︕

https://www.shinsei.pref.osaka.lg.jp/ers/input?tetudukiId=2020110093


【MOBIOCafé「コロナ禍における借入金との付き合い方②」申込書（12/16）】
TEL:06-6210-9470 FAX：06-6210-9505 ものづくり支援課 平行

※ＨＰ：「https://www.shinsei.pref.osaka.lg.jp/ers/input?tetudukiId=2020110093」からもお申込み
いただけます。
※ご記入いただいた個人情報は、講師・主催者間で共有するとともに、当日の受付・連絡等、本イベン

トの目的及び今後の調査並びにイベント情報の提供のために使用し、他の目的には使用しません。
※MOBIOは大阪府・（公財）大阪産業局・（株）コンベンションリンケージの3者で運営しています。

参加にあたっては、新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止のため、以下の点にご協力いた
だきますようお願いします。
〇 マスクの着用をお願いします。
〇 手指の消毒にご協力ください。
〇 発熱や咳・咽頭痛などの症状のある方は参加をお控えください。
〇 会場入り口にて「大阪コロナ追跡システム」への登録をお願いします。

●交通アクセス

▶電車をご利用の場合
・地下鉄中央線長田駅3番出口から
北東に徒歩10分
・近鉄けいはんな線荒本駅1番出口
から北西に徒歩5分

※専用駐車場がありませんので
公共交通機関をご利用ください。

(フリガナ)
参加者氏名

会社名
（事業所名）
部署・役職

所 在 地

（〒 ー ）

業種・業務内容

電話番号 （ ） －

E-mail

FAX番号 （ ） －

参加日
（〇をつけてく
ださい）

②12月16日（水）、 ③令和3年1月22⽇（⾦）、 ④2月19⽇（⾦）

※全きる全け、全日ご参加いただきますよう、お願いします。

●ＭＡＰ

https://www.shinsei.pref.osaka.lg.jp/ers/input?tetudukiId=2020110093

